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日本最大の陶磁器産地「東美濃地域」で3年に1
度開催している「世界最大級の陶磁器の祭典」。「土

と炎の国際交流」
をメインテーマに、
陶磁器のデザイン
と文化の国際的な
交流を通じて、さら
なる陶磁器産業の
発展と文化の高揚
を目指しています。
1986年に第1回を
開催し12回目とな
る今回は、9月18日
（金）から10月18日
（日）の31日間、セ

ラミックパークMINOを主会場として開催します。
メインイベントである国際陶磁器展美濃は国際的に
認知された陶磁器コンペティションで、今回は64の国と
地域から約2,400作品の応募がありました。「やきもの
のゆくえ」をテーマとした世界中の作品が一堂に会す展
覧会となります。
また、来場した方が美濃焼の歴史や魅力、地域の風
土を存分に感じ、楽しむことができる、東美濃地域の産
業・地域・文化に密着した事業を多数開催します。陶磁
器の一大産地「セラミックバレー」と世界の陶磁器の展
示、環境に配慮した「Re-食器」と地
元の食材を使った料理、本格的な茶
室での呈茶サービスなどさまざまな
イベントを開催し、皆さまの来場をお
待ちしております。

　 国際陶磁器フェスティバル美濃実行委員会事務局 赤塚 TEL 25-4111

9月18日（金）～10月18日（日）／セラミックパークMINO ほか

国際陶磁器フェスティバル美濃とは？

り　  しょっき

ていちゃ

※診療時間外は下記連絡先へ問い合わせください
救急医療情報センター　TEL 23–3799

日 曜日 当番病・医院名 住　所 TEL
1 水 仲西クリニック 明和町6 29-1181
2 木 笠原診療所 笠原町2837 44-2261
3 金 いちはらこどもクリニック 小田町5 24-3411
6 月 たじみ内科 広小路2 22-2333
7 火 伊藤内科 太平町3 23-6578
8 水 横田耳鼻咽喉科 太平町4 21-2133
9 木 おざき整形外科 太平町6 25-6101
10 金 林かつひこ内科・循環器科 明和町4 20-2002
13 月 水田クリニック 音羽町1 22-5222
14 火 おかざきまりこクリニック 幸町3 27-1200
15 水 タジミ第一病院 小名田町西ケ洞1 22-5131
16 木 いながけ医院 滝呂町17 45-0077
17 金 浜田・浅井医院 太平町1 22-0522
20 月 豊岡医院 豊岡町1 21-2868
21 火 はら内科クリニック 大畑町西仲根3 28-3223
22 水 サニーサイドホスピタル 小名田町西ケ洞1 25-8110
23 木 中村こどもクリニック 前畑町3 24-1717
24 金 林内科クリニック 栄町1 25-7755
27 月 多治見クリニック 音羽町2 22-5566
28 火 高羽クリニック 太平町3 23-5515
30 木 うすい整形外科 滝呂町12 43-3600

日 曜日 当番病・医院名 住　所 TEL
1 金 岡山内科・消化器科クリニック 宝町3 21-1717
7 木 光ケ丘クリニック 光ケ丘2 21-0510
8 金 おおむらクリニック 宝町10 25-0166
11 月 うえだ整形外科 松坂町1 20-2022
12 火 ふくい内科クリニック 松坂町1 20-0660
13 水 倉知眼科 平和町7 22-5515
14 木 夏目整形外科医院 錦町3 23-4720
15 金 わたなべクリニック 明和町5 26-8666
18 月 たじみ内科 広小路2 22-2333
19 火 まえかわペインクリニック 広小路2 28-2010
20 水 前川ファミリークリニック 錦町1 22-0682
21 木 あいざわ整形外科 平和町7 23-3700
22 金 たじみ陶都眼科 前畑町4 44-9777
25 月 ももいクリニック 前畑町5 28-1011
26 火 たかだアレルギーとこどものクリニック 白山町5 28-1101
27 水 まもる耳鼻咽喉科 白山町1 22-8733
28 木 幸クリニック 幸町7 20-2055
29 金 のむら・笠原クリニック 笠原町字権現2200 45-1020

土曜日と日曜日、祝日の休日急病診療
土曜日…19:00～21:30（受付は21:00まで）

　日・祝日…13:00～17:00（受付は16:30まで）
診療場所 社会医療法人厚生会　多治見市民病院
　�　　 �救急外来　診察室
●あらかじめ電話で連絡してください
TEL 22-5211

診療時間 19:00～21:30（受付は21:00まで）
●気象状況、諸般の事情により、急きょ休診となる場合が
あります。受診する場合は、当番医にあらかじめ電話で
連絡してください
●夜間診察料が加算されます　
保健センター　水野（祥

しょう

）　TEL�23-5025

27 2 02 0年 4月 「生活情報」「健康情報」の詳細は担当課、市ホームページなどでご確認ください



土岐川観察館　TEL 21‒2151

野鳥の繁殖行動などに異変
　令和元年から2年にかけての冬は暖かく、ツグ
ミ、カシラダカなど冬鳥が来ない、ナンテン、ピラカ
ンサの実を、ヒヨドリなどが食べにこない、など例
年なら見られることが見られない冬でした。繁殖行
動にも、温暖化の影響が出ているかのような事例が
令和元年に多治見市内でも出ています。令和元年6
月に光ケ丘で、チョウゲンボウの幼鳥4羽を確認し

ました（繁殖場所は
未確認）。本来チョ
ウゲンボウは秋か
ら冬にかけた多治
見市内で確認され
る野鳥です。12月に
は平和町で、ツバメ
が5羽のヒナの子
育てをしているの
を確認しました。岐
阜県では初めての
事です。ツバメは本
来3月に多治見に飛
来し、子育てをして
10月には東南アジ
アは渡ると言われています。子育てをしていた親ツ
バメは、令和2年2月24日まで越冬しました。

（日本野鳥の会岐阜 富田増男）

▲チョウゲンボウ

▲越冬したツバメ

冬のツバメの子育て・越冬観察記録
期間 令和元年12月5日(木)～令和2年2月24日(月)
場所 多治見市平和町

12月5日（木）
12月11日（水）
12月12日（木）
12月16日（月）
12月18日（水）
12月24日（火）
1月12日（日）
2月24日（月）

5羽の幼鳥の子育て確認 
最後の幼鳥が巣立ち（呼び名を若鳥に）
若鳥が1羽行方不明 若鳥4羽になる
若鳥3羽になる
若鳥2羽になる
若鳥1羽になる
若鳥0羽になる　この日から成鳥（親鳥）2羽の越冬が始まる
成鳥2羽が戻らず越冬が終わる
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市民病院 ＴＥＬ22‒５２１１

多治見市民病院

文化財保護センター 福田　TEL 25‒8633

　尼ヶ根古窯は16世紀後半、千利休が活躍していた桃
山時代に多治見市小名田町で操業していた大窯で、
初期の瀬戸黒が焼かれた窯として知られています。 
　瀬戸黒以外にも、尼ヶ根古窯ではさまざまな製品
が焼かれました。皿や徳利、碗、擂鉢などの生活雑器
に加え、茶碗、茶入、水指、建水などの茶の湯で使用

するための陶器や、仏花
器、香炉なども生産されま
した。 
　尼ヶ根古窯の遺物を見る
と、同種の製品でも器形や
釉薬のバリエーションがあ
るものがあり、中には二度
焼きをした製品もありま
す。これらは少量ずつ見つ
かっているため、製品では
なく試験的に焼かれたもの
で、新しい技術やデザイン

を開発していたのではないか
と考えられます。 
　大窯では釉薬を掛けた陶器
が主に焼かれており、尼ヶ根古
窯でも灰釉と鉄釉、鉄錆釉を
使用した製品が多く生産され
ました。灰釉は植物の灰に粘土
を加えて作る釉薬で、鉄釉は
灰釉に鉄分を加えて作る釉薬、
鉄錆釉はガラス成分の少ない鉄釉です。 
　また、これらの釉薬を組み合わせたさまざまな色
合いの製品が焼かれました。たとえば鉄錆釉を塗っ
た上から灰釉を掛けた製品では、鉄錆釉の濃さや灰
釉の掛け方によって黄瀬戸、黄天目、菊花天目など
が作られました。 
　本展では尼ヶ根古窯で作られたさまざまな製品
や釉薬についても実物とともに展示しています。ぜ
ひ本展でご覧ください。

▲灰釉皿（尼ヶ根古窯）個人蔵

▲鉄錆釉仏花器
　（尼ヶ根古窯）個人蔵

▲鉄釉皿（尼ヶ根古窯）個人蔵
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教育最前線！教育最前線！ 教育相談室 後藤 TEL 23-5942
インクルーシブ教育

　多治見市では、インクルーシブ教育を推進していま
す。「障がいの有無及び程度に応じ、同じ学びの場に
おいて共に学ぶことを追求するとともに、個別の教育
的ニーズのある子どもに対して、最も的確に応える指
導・支援を行う教育」と目指す方向を定めており、6つ
の基本施策によって具現化を目指しています。目指す
方向の後半部分に書かれている「個別の教育的ニーズ
のある子どもに対して、最も的確に応える支援・指導
を行う教育」の部分を取り上げたいと思います。 
　4月になり、「この１年は、こんなことを頑張ってみた
いな」「こんな力を伸ばしたいな」といった思いを抱き
ながら、１年後の自分の成長をイメージしている子ど
もたちが多いことでしょう。では、「小学校や中学校、
高校を卒業する時には、こんなことができるように
なっていたい」、「30歳になった時には、こんな生活を
していたい」といったように、5年後や10年後、20年後
のイメージはあるでしょうか。将来の姿をイメージし、
自立に向けた力を付けていくために、小学校や中学校

では、どのような学びの場がよいのか、その学びの場
では、どのような支援を行っていくことがいいのかを
考えていくこともインクルーシブ教育の柱の一つにな
ります。具体的な支援として、学校現場ではユニバー
サルデザインの授業作り、ICTの活用などを進めてい
ます。 
　これを機会に、「こんな力を伸ばしたいな」「こんな
ことができるようになるには、どうすればいいのだろ
うか」と、将来の姿を本人も交えて家族で話題にして
みてはどうでしょうか。「そんな先のことまで分からな
い」と思われる方もいるかもしれませんが、そんな時は
遠慮なく、園や学校の先生、教育相談室に声をかけて
ください。一緒に考えていきましょう。そして、笑顔で
あふれ、夢いっぱ
いの学校生活に 
なるように、学校
も私たちも応援を
していきます。

防災行政無線の内容はフリーダイヤル（0120-311-714）でもお知らせしています 282 0 2 0年 4月29 2 0 2 0年 4月 問い合わせ期日・時間 場所 対象 定員 申し込み
市役所 住所本庁舎・・・〒507-8703 日ノ出町2-15 駅北庁舎・・・〒507-8787 音羽町1-233　0572（22）1111
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野鳥の繁殖行動などに異変
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▲チョウゲンボウ

▲越冬したツバメ

冬のツバメの子育て・越冬観察記録
期間 令和元年12月5日(木)～令和2年2月24日(月)
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す
。 

　「
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」も
年
３
、４
回
開

催
し
、毎
回
１
０
０
人
前
後
の
参
加
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。夏
休
み
に
は
「
子
ど
も
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
体
験
ツ
ア
ー
」も
３
年

間
開
催
し
て
き
ま
し
た
。毎
回
20
数
組
の
参

加
が
あ
り
、将
来
、医
療
従
事
者
に
な
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。さ
ら
に
、

多
治
見
市
医
師
会
の
先
生
方
と
も
協
力
し

て
開
放
型
病
床(

か
か
り
つ
け
の
先
生
と
一

緒
に
診
療
す
る
ス
タ
イ
ル)

も
開
始
し
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
交

流
し
、一
緒
に
作
り
上
げ
る
病
院
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

　
入
院
患
者
数
は
４
年
前
は
年
間
４
万
６

千
人
で
し
た
が
、１
年
目
５
万
６
千
人
、２

年
目
６
万
人
、３
年
目
６
万
５
千
人
と
順
調

に
増
加
し
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、昨
年
９

月
26
日
に
厚
労
省
は
突
然
「
病
院
再
編
・

廃
止
」す
べ
き
病
院
と
し
て
全
国
４
２
４
病

院
を
公
表
し
、当
院
も
そ
の
中
に
入
り
ま
し

た
。厚
労
省
が
根
拠
と
し
た
デ
ー
タ
は
２
年

以
上
古
い
も
の
で
、さ
ら
に
県
立
多
治
見
病

院
と
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
し
た
。

早
速
、古
川
市
長
と
記
者
会
見
を
開
き
、厚

労
大
臣
宛
に
「
公
開
質
問
状
」を
提
出
し
ま

し
た
。２
カ
月
後
に
来
た
回
答
は
、質
問
に

真
摯
に
答
え
な
い
内
容
で
あ
り
、再
度
記
者

会
見
を
行
な
い
抗
議
し
ま
し
た
。 

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、年
間
約
６

万
人
が
入
院
す
る
病
院
機
能
を
県
立
病
院

１
つ
で
代
替
す
る
こ
と
は
現
状
で
は
不
可

能
で
す
。そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
県
立

病
院
の
職
員
が
疲
弊
し
て
、東
濃
地
区
全

体
の
医
療
体
制
が
崩
壊
し
ま
す
。当
院
は

よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
は
じ
め
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、多
治
見
市
医
師
会
の
先

生
方
と
市
民
病
院
の
連
携
に
加
え
、東
濃

地
区
の
高
度
医
療
の
中
心
で
あ
る
県
立
病

院
と
の
良
好
な
連
携
に
よ
っ
て
市
民
の
健

康
と
安
全
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市民病院 ＴＥＬ22‒５２１１

多治見市民病院

文化財保護センター 福田　TEL 25‒8633

　尼ヶ根古窯は16世紀後半、千利休が活躍していた桃
山時代に多治見市小名田町で操業していた大窯で、
初期の瀬戸黒が焼かれた窯として知られています。 
　瀬戸黒以外にも、尼ヶ根古窯ではさまざまな製品
が焼かれました。皿や徳利、碗、擂鉢などの生活雑器
に加え、茶碗、茶入、水指、建水などの茶の湯で使用

するための陶器や、仏花
器、香炉なども生産されま
した。 
　尼ヶ根古窯の遺物を見る
と、同種の製品でも器形や
釉薬のバリエーションがあ
るものがあり、中には二度
焼きをした製品もありま
す。これらは少量ずつ見つ
かっているため、製品では
なく試験的に焼かれたもの
で、新しい技術やデザイン

を開発していたのではないか
と考えられます。 
　大窯では釉薬を掛けた陶器
が主に焼かれており、尼ヶ根古
窯でも灰釉と鉄釉、鉄錆釉を
使用した製品が多く生産され
ました。灰釉は植物の灰に粘土
を加えて作る釉薬で、鉄釉は
灰釉に鉄分を加えて作る釉薬、
鉄錆釉はガラス成分の少ない鉄釉です。 
　また、これらの釉薬を組み合わせたさまざまな色
合いの製品が焼かれました。たとえば鉄錆釉を塗っ
た上から灰釉を掛けた製品では、鉄錆釉の濃さや灰
釉の掛け方によって黄瀬戸、黄天目、菊花天目など
が作られました。 
　本展では尼ヶ根古窯で作られたさまざまな製品
や釉薬についても実物とともに展示しています。ぜ
ひ本展でご覧ください。

▲灰釉皿（尼ヶ根古窯）個人蔵

▲鉄錆釉仏花器
　（尼ヶ根古窯）個人蔵

▲鉄釉皿（尼ヶ根古窯）個人蔵

ぶっ   か

てつ さび ゆう

き  てん もく

き

き  けい

教育最前線！教育最前線！ 教育相談室 後藤 TEL 23-5942
インクルーシブ教育

　多治見市では、インクルーシブ教育を推進していま
す。「障がいの有無及び程度に応じ、同じ学びの場に
おいて共に学ぶことを追求するとともに、個別の教育
的ニーズのある子どもに対して、最も的確に応える指
導・支援を行う教育」と目指す方向を定めており、6つ
の基本施策によって具現化を目指しています。目指す
方向の後半部分に書かれている「個別の教育的ニーズ
のある子どもに対して、最も的確に応える支援・指導
を行う教育」の部分を取り上げたいと思います。 
　4月になり、「この１年は、こんなことを頑張ってみた
いな」「こんな力を伸ばしたいな」といった思いを抱き
ながら、１年後の自分の成長をイメージしている子ど
もたちが多いことでしょう。では、「小学校や中学校、
高校を卒業する時には、こんなことができるように
なっていたい」、「30歳になった時には、こんな生活を
していたい」といったように、5年後や10年後、20年後
のイメージはあるでしょうか。将来の姿をイメージし、
自立に向けた力を付けていくために、小学校や中学校

では、どのような学びの場がよいのか、その学びの場
では、どのような支援を行っていくことがいいのかを
考えていくこともインクルーシブ教育の柱の一つにな
ります。具体的な支援として、学校現場ではユニバー
サルデザインの授業作り、ICTの活用などを進めてい
ます。 
　これを機会に、「こんな力を伸ばしたいな」「こんな
ことができるようになるには、どうすればいいのだろ
うか」と、将来の姿を本人も交えて家族で話題にして
みてはどうでしょうか。「そんな先のことまで分からな
い」と思われる方もいるかもしれませんが、そんな時は
遠慮なく、園や学校の先生、教育相談室に声をかけて
ください。一緒に考えていきましょう。そして、笑顔で
あふれ、夢いっぱ
いの学校生活に 
なるように、学校
も私たちも応援を
していきます。

防災行政無線の内容はフリーダイヤル（0120-311-714）でもお知らせしています 282 0 2 0年 4月29 2 0 2 0年 4月 問い合わせ期日・時間 場所 対象 定員 申し込み
市役所 住所本庁舎・・・〒507-8703 日ノ出町2-15 駅北庁舎・・・〒507-8787 音羽町1-233　0572（22）1111



　元昌寺が緊急避難場所に
元昌寺(根本町)と第22区との間で
災害時緊急避難場所の使用に関す
る協定が結ばれ、根本地域に災害な
どの警戒情報が発令された場合、根
本交流センターと根本小学校に加
え元昌寺が緊急避難場所となりまし
た。住職の上田宗演さんは「地域の
役に立ててうれしい」と語りました。

　　　　　　  　  協定式に臨む住職の上田さんと第22
区区長の岩井正樹さん
2月19日(水) ４

　　　　　　  　 約20メートルほど駅舎側に移転した
駅前交番は、鉄筋コンクリート造2階建て
2月10日(月) ５

　　　　　　  　　　　　　卒業制作展出品作品の窯出しの様子　 その年度の卒業制作において特に優秀な制作者に贈られる卒業
制作賞に輝いた長井愛依さんの作品「飲む」。作者の理想とする日常的な卓上の風景が丁寧に表現されている点などが評価された。
　 出品者による作品説明に聴き入る来場者

2月14(金)～16日(日) １ ２

３

　　　　　　  　 環境活動発表会で
は、身近にある疑問を掘り下げて、長
期にわたり検証・分析した結果などが
報告された。
　体験コーナーの木工教室。鉋の使
い方を教わりマイ箸を作る女の子。

2月16日(日）６

　　　　　　　　応募総数3,355件のうち、小学
生部門10件、中学生部門8件、高校生部門1件がそ
れぞれ選ばれた。

2月10日(月) ８

　　　　　　　　地域連携室の運営は、地域と関
係の深い団体や組織（市役所、商工会議所、銀行、
研究所など）と共に行う。

2月13日(木) ９

７

９

６

８

７

　　　土で個性を表現
セラミックパークMINOで「多治見
市陶磁器意匠研究所卒業制作展
2020」を開催しました。第61期デザ
インコース・技術コースの6人と第
16期セラミックスラボの13人による
これまでの研修の成果を発表する
作品展です。来場者は作者の作品
説明を熱心に聴いていました。 

　まちに調和した交番
駅南地区市街地再開発事業に伴い
移転した駅前交番の竣工式が行わ
れました。市長は「駅周辺の安全を
守る要として、笑顔と真心でこれか
らもよろしくお願いします」と祝い
の言葉を述べました。同交番には、
東海三県で初となる透明遮蔽版や
相談室が新たに設置されました。

　　環境フェア2020
環境問題を考えるイベントが「広げ
よう～自然とエコのまち 多治見」を
テーマにヤマカまなびパークで開催
されました。学生による自由研究・
環境学習の発表や、環境市民団体、
企業、学校のパネル展示、体験コー
ナーなどが設けられ、家族連れでに
ぎわいました。

　ちょっとした疑問を実証
第14回「科学の芽」で大賞を受賞し
た坂崎希実さん（根本小6年生）と
東裏昂士さん（北陵中3年生）が市
長を表敬訪問しました。同賞は、
ノーベル賞受賞者の朝永振一郎博
士の功績を記念し、小・中学生と高
校生の優れた科学実験や自然観察
のリポートを表彰するものです。

８　名古屋工業大学との連携強化
国立大学法人名古屋工業大学先進
セラミックス研究センター駅前地区
に新たに設置された「地域連携室」
の開所式が行われました。これまで
地域の窯業界との交流を進めてき
た同センターは、窯業技術の側面だ
けでなく、新産業創設の支援や開発
の拠点施設として貢献します。

６ ７

５４５

４５ １ ２ ３９

２３

１

げんしょうじ

そうえん

かんな

のぞみ

ひがしうら こう し

ともなが しん いちろう

2020

地域で興味のあることを市職員が説明する「おとどけセミナー」をぜひご利用ください防災行政無線の内容はFMたじみ（76.3MHz）でもお知らせしています 302 0 2 0年 4月31 2 0 2 0年 4月
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